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Kawasaki Medical School is participating in various initiatives for university cooperation and
industry-academia-government collaboration. Among these matters, the first author (TO) is
responsible for the following: focusing on efforts to form industrial clusters in Okayama prefecture,
the Consortium of Universities in Okayama and the Kurashiki Universities Collaboration Meeting.
As well as detailing the activities of the past year in this article, we will also report the newly
established Industry-academia collaboration and intellectual property management section as well
as the acceptance of overseas medical students through the International Federation of Medical
Students’ Associations (IFMSA).
Key words: Universities Cooperation, the Consortium of Universities in Okayama,
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年度 氏名 留学先大学 国名
2009 井川 京子（Ｍ３） エラスムス大学 オランダ王国
2012 奥井 侑里（Ｍ４） イエナ大学 ドイツ連邦共和国
2013 小暮 祐太（Ｍ３） マドリード・コンプルテンセ大学 スペイン王国
古澤 航平（Ｍ２） ペルアナ・カジェタノ・エレディア大学 ペルー共和国
2014 香川 元伸（Ｍ３） ジェラール・バヤル大学 トルコ共和国
2016 平光 俊貴（Ｍ３） ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー王国
川崎医科大学での受け入れ
年度 氏名 所属大学 国名
2009 Mr. Johannes Sets ウィーン大学 オーストリア共和国
2011 Mr. Maximillian Makus Kremer インスブルック大学 オーストリア共和国
Ms. Micaela Liliance Rea Tobler ベルン大学 スイス連邦
Mr. Michal Fiser チャールズ大学 チェコ共和国
2013 Ms. Jitka Šlehoferová プラハカレル大学 チェコ共和国
2014 Mr. Dani Zalem イエテボリ大学 スウェーデン王国
2015 Ms. Linda Al-Hassany エラスムス大学 オランダ王国
Ms. Valentina Marinović ザグレブ大学 クロアチア共和国
2016 Ms. Laura Leinonen トゥルク大学 フィンランド共和国
Ms. Aliya Sayfullina バシキール州立医科大学 ロシア連邦
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学・大石智洋講師，呼吸器外科学・中田昌男教
授と沖田理貴講師に依頼し，回診や手術の見学
を実施していただいた。将来的には，ESSとし
て受入可能教室の調査などで，IFMSAでの提
示の中で，多くの教室が紹介されているとさら
に多様な学生との交流が進むかも知れない。
おわりに
筆頭著者が主に関わっている川崎医科大学で
の対外活動についてこの１年の状況を報告し
た。今回の新たな点は，産学連携知的財産管理
室の設立と，岡山県生涯学習大学―川崎医科大
学―の実施であった。また大学コンソーシアム
岡山や倉敷市大学連携推進会議など，加えて県
内の産業クラスター形成の取組などは，それぞ
れの組織が安定化して運営されていることも
あって，目立った変化は見られなかった。
川崎医科大学としての対外活動を鑑みるに，
やはり教育・診療・研究という業務の中で，教
育に関連した対外活動は，大学連携組織などと
も協調はしていくものの，医科単科でありカリ
キュラム編成の特異さも含めて，なかなか一律
に協調事業に参画協力していくことが適わない
状況がある。岡山大学は2016年度から全学的に
60分授業の開始とクォーター制（４学期制）の
導入が始まった49)。大学コンソーシアム岡山の
ボランティア活動の項でも触れたが，自学自習
の風土の構築とともに，それで生じる自らを磨
く時間の形成などがあれば「良医」という言葉
に内包される疾病の背景としての人間や家庭や
社会にも目を向けることができる医師の養成に
もつながるのかも知れない。
また診療面は附属病院を母体として医療によ
る地域連携なども活発化されていっている印象
であるが，地域包括ケアシステム50)が推進され
ている情勢の中で，実践医療に対しての応用研
究的な試みも地域に根差した中核としての診療
施設の責務なのかも知れない。
そして研究面では学術集会の発表などでも川
崎医科大学発の卓越した研究が多く認められる
し，いくつかは戦略的な臨床試験などを展開さ
れている研究もある。iPS細胞51)や免疫チェッ
クポイント阻害剤52)などの実例からも理解でき
るように，基礎研究を含めて医学研究が臨床へ
還元されることが強く求められている状況が進
展してきている中で，研究者の正当な権限と利
益を確保する意味でも知的財産管理なども重要
な課題となってきているし，臨床試験などでの
倫理体制の枠組みも，まさに概念の再構築や注
意事項の刷新が短時日で変化している状況にあ
る。これらの背景を鑑みて，産知室活動も含め
て，産学官・大学連携を担当する立場として，
本学の教育や研究活動の更なる活性化に多く寄
与できれば幸いと考える。
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